「思いやりを　行動に」 を 合言葉に珠洲市立大谷小中学校新型コロナウイルス感染症対策


１．もし　身近に感染した人がいたら　優しいメッセージを伝えよう

＊　メッセージ（手紙やカード）等で、励ましや応援の気持ちを届ける。
＊　電話等で安心できる言葉をかける。
＊　あいさつ（コミュニケーション）をする。

２．もし　差別する人がいたら　「コロナになった人は悪くない」と伝えよう

＊　相手の気持ちを考えるように促す。
＊　不確かなことに同調しない意識を持つ。
＊　差別・偏見する人に理解してもらえるように一緒に考える。

３．もし　地域に不安になっている人がいたら　
元気なあいさつや笑顔を届けよう

＊　日頃からあいさつを大切にする。
＊　安心する言葉をかける。
＊　予防をすすめる。

４．もし　コロナ禍の中、大変な思いをして仕事をしている人がいたら
感謝の気持ちをあらわそう

＊　元気が出るポスターを作って貼る。
＊　「ありがとうございます。」の言葉を届ける。
＊　予防に協力する行動をとることで、感謝の気持ちを伝える。

[bookmark: _GoBack]５．もし　自分がコロナにかかったら　さらなる感染を防ごう

＊　ほかの人にうつさないようにしっかり対策する。
＊　迷惑をかけてしまったと自分を責めすぎない。
＊　自分を大切にしてくれる人がいることを忘れず、回復することに努める。
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